
日本相談支援専門員協会における
個別避難計画作成に向けた取組み

特定非営利活動法人 日本相談支援専門員協会

資料４



NSKの活動目的と災害支援の位置付け

４条） 特定非営利活動の種類
 この法人は、第３条の目的を達成するため、次に掲げる種類の特定非営利活動を行う。
（１）保健、医療又は福祉の増進を図る活動
（２）学術、文化、芸術又はスポーツの振興を図る活動
（３）まちづくりの推進を図る活動
（４）災害救援活動
（５）人権の擁護又は平和の推進を図る活動
（６）職業能力の開発又は雇用機会の拡充を支援する活動
（７）前各号に掲げる活動を行う団体の運営又は活動に関す

る連絡、助言または援助の活動

＜日本相談支援専門員協会定款より＞

３条）目的
この法人は、相談支援専門員が障害者の地域生活を支援する目的で、障害者ケアマネジ
メントを基本とした中立、公平な相談支援活動を実施するとともに、自らの資質の向上
に努めることをもって、障害者の自立した生活支援に資することを目的とする。



活動主体 財源 主な活動内容

東日本大震災
（2011）

NSK（SSA）
宮城県

要請があった被災自治体の
よる地域支え合い事業

被災自治体からの障害者手帳情報
による戸別訪問 約１,３００件

熊本大震災
（2016）

NSK（主管）
熊本市 熊本県
協働プラットフォーム

日本財団 被災自治体からの障害者手帳情報
による戸別訪問 ８,７４１件

能登半島地震
（2024）

石川県
JVOAD、日本介護支援専
門員協会との３団体によ
る共同事業

厚労省
被災高齢者等把握事業

被災自治体からの情報による戸別
訪問
派遣者数 167名 実数
戸別訪問 2380件
相談件数 354件
派遣都道県 22団体

NSKにおける災害派遣活動の内容及び実績

R7年度 全国相談支援ネットワーク研修 菊本顧問資料一部改変

派遣活動体制など



NSK自主研修 ～誰一人取り残さない防災に向けた取組み～

＜講師（研修当時の所属）＞

同志社大学社会学部 立木茂雄教授
松川杏寧助教、辻岡綾助教

＜開催地＞
・2021年 九州ブロック研修（長崎県）
・2022年 関東ブロック研修（神奈川県）
・2023年 地域研修（長野県上田市）

＜目的＞
全国各地で発生している災害等に備え、相談支援専門員の防災に対する
意識の向上と災害時に必要となる積極的な活動へ結びつける。

＜初日＞
e-Learningによる事前研修
※動画による自己学習（8時間）

・防災の基本的な考え方
・根本原因
・当事者力を高める
・避難移動の災害時ケアプランをつくる
・避難生活の災害時ケアプランをつくる
・合理的配慮と障害者権利条約

＜2日目＞
対面研修（5時間）
講義（60分）
災害時における被災自治体との連携による個別
訪問について

モデル事例による演習（210分）
1.個別アセスメント＆個人のマイ・タイムライン作成
2.調整会議演習①：エコマップ作成
3.調整会議演習②：マイ・タイムラインすり合わせ
4.調整会議演習③：ICFチェックシート演習
5.振り返り、意見交換



洪水

最寄りの避難所
神川地区公民館

ハヤトさんお家
（岩下地区）

洪水によって
想定される浸水深
5.0m ～ 10.0m

同志社大学 立木教授資料



自分達でできる
ところまで記入済み
でしたね！

上
田
市
版

同志社大学 立木教授資料



ハヤトさんの
お家

最寄りの避難所

同志社大学 立木教授資料



今からこのメンバーで、ハヤトさんの避難をどうするかを
当事者・行政・専門職・地域の方たちと話合っていきます

⽬安の時間 警戒レベル

□家の周りの点検と片付け
□地区内の役割分担・連絡体制の確認

□気象情報を継続的に確認
□避難経路の状況確認

□ラジオやテレビをつけっぱなしにする
□避難所の防災用品・備蓄品の確認

□避難先・避難経路の確認
□要支援者と支援者の予定を確認

早期注意情報 □水・食料・ガソリン・服用薬などを持ち出す準備 □ 

□避難先候補（親戚、知人宅）に避難の可能性を連絡 □ 

□ 娘夫婦に相談
□ 

□ 

□ 

□気象情報を改めて確認
□要支援者の所在確認    【誰が：     】

□避難経路の確認 相談
□避難所の開設確認     【誰が：     】

□非常用持ち出し袋をすぐ持てるように準備 □要支援者に避難準備呼びかけ【誰が：     】

□地域の支援者（     さん）への連絡 相談 □ 

⼤⾬・洪⽔注意報 □ 事業所に避難することを連絡する！ □ 

□ 

□ 

⼤⾬洪⽔警報等 □ 

□ 

□ 

□ 

□個別⽀援計画に沿って避難開始
□要⽀援者に避難呼びかけ  【誰が：     】

□要⽀援者の避難誘導開始  【誰が：     】

□ 

□ 

□ 

□ 

■自由記述欄

私の⾏動

地域（⽀援者）の⾏動

３⽇前

•レベル１

２⽇前

１⽇前

半⽇前

•レベル２

７時間前 •レベル３

３時間前 •レベル４

０時間 •レベル５

高齢者等は避難
開始

危険な場所から避難

命を守る行動を！

避難行動を確認

災害への心構えを高める

エコマップやタイムラインを見ながら
みんなで一緒に考えていこう！

同志社大学 立木教授資料



災害時障害福祉コーディネーター（メンバー）養成研修

●総論

・災害時障害福祉コーディネーターの要件と体制づくり
・これまでの障害福祉分野での支援の経緯

●災害対応各論

・災害と防災の基礎
・災害過程概論（フェーズごとの被災地のイメージ）
・災害対応の仕組み（行政などの災害対応の動き）

・災害法制概論（災害対応にかかる法制度・費用）

・災害支援における役割と活動（NSK としての実務）
・災害支援における心構え

・平時からの防災活動と受援（BCP/BCM、受援計画）
●ワークショップ（対面）

・災害時の障害福祉実務
・クロスロードなど防災研修

予定養成カリキュラム 事前学習e-Learning 講座と対面研修


